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(57)【要約】
【課題】操作部を上方に移動させて重心の位置が高くな
った超音波診断装置において、重心の位置が高くなった
ことが原因となる転倒を防止する。
【解決手段】超音波診断装置１は、装置本体２と、装置
本体２に上下方向移動可能に設けられ、操作者により操
作される操作部３と、装置本体２に設けられ、この装置
本体２から側方に張り出した位置で床面に当接する補助
位置と床面から離反する収容位置とに回動可能なスタン
ド５と、操作部３が上方位置に位置する場合にはスタン
ド５を補助位置へ回動させ、操作部３が下方位置に位置
する場合にはスタンド５を収容位置に回動させる回動機
構６と、を備える。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置本体と、
　前記装置本体に上下方向移動可能に設けられ、操作者により操作される操作部と、
　前記装置本体に設けられ、この装置本体から側方に張り出して床面に当接する補助位置
と床面から離反する収容位置とに回動可能なスタンドと、
　前記操作部が上方位置に位置する場合には前記スタンドを補助位置へ回動させ、前記操
作部が下方位置に位置する場合には前記スタンドを収容位置に回動させる回動機構と、
を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記回動機構は、
　前記スタンドを前記補助位置に回動する向きに付勢する付勢体と、
　前記操作部に連結されて上下方向移動可能に設けられ、前記操作部が下方位置に位置す
る場合には前記スタンドが補助位置に回動することを規制する位置に位置し、前記操作部
が上方位置に位置する場合には前記スタンドが前記補助位置に回動することの規制を解除
する位置に位置する押圧体と、
を備えることを特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記収容位置に位置する前記スタンドは、前記補助位置に位置する場合より前記装置本
体に近付いた位置に位置していることを特徴とする請求項１又は２記載の超音波診断装置
。
【請求項４】
　前記装置本体は床面に対向する面の形状が長辺と短辺とを有する矩形形状に形成され、
前記スタンドは前記装置本体の長辺側に設けられていることを特徴とする請求項１ないし
３のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、超音波プローブから被検体に対して超音波を送波し、被検体からの
反射波を超音波プローブで受波し、受波した反射波の強度分布を輝度情報に変換して医用
画像を表示する装置である。この超音波診断装置は、医用分野において広く用いられてい
る。
【０００３】
　このような超音波診断装置には、医師等の操作者により各種の操作が行われる操作部が
設けられ、この操作部は操作者の操作性を考慮し、上下方向移動可能に設けられている（
下記特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－２７３７９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、操作部を上方位置へ移動させた場合には、超音波診断装置の重心が高く
なり、転倒しやすくなる。
【０００６】
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　そこで、操作部を上方位置へ移動させた場合においても。超音波診断装置が転倒するこ
とを防止するための転倒防止角度の安全規格“１０°”を確保するため、超音波診断装置
における装置本体の底面積を大きくしている。しかしながら、装置本体の底面積を大きく
した場合には、超音波診断装置の小型化を図りたいという要望に応えることができない。
【０００７】
　本発明はこのような課題を解決するためになされたもので、その目的は、超音波診断装
置の装置本体の底面積を小さくして超音波診断装置の小型化を図った場合でも、転倒を防
止することができる超音波診断装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　実施形態の超音波診断装置によれば、装置本体と、装置本体に上下方向移動可能に設け
られ、操作者により操作される操作部と、装置本体に設けられ、この装置本体から側方に
張り出して床面に当接する補助位置と床面から離反する収容位置とに回動可能なスタンド
と、操作部が上方位置に位置する場合にはスタンドを補助位置へ回動させ、操作部が下方
位置に位置する場合にはスタンドを収容位置に回動させる回動機構と、を備える。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】操作部が最下方位置に位置するとともにスタンドが収容位置に位置する超音波診
断装置を示す斜視図である。
【図２】収容位置に位置するスタンドと回動機構とを示す平面図である。
【図３】収容位置に位置するスタンドと回動機構とを示す側面図である。
【図４】操作部が最上方位置に位置するとともにスタンドが補助位置に位置する場合の超
音波診断装置を示す斜視図である。
【図５】補助位置に位置するスタンドと回動機構とを示す平面図である。
【図６】補助位置に位置するスタンドと回動機構とを示す側面図である。
【図７】補助位置に位置するスタンドと回動機構とを示す一部を断面にした正面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の一実施形態の超音波診断装置１を図面に基づいて説明する。図１に示すように
、超音波診断装置１は、装置本体２と、超音波診断を行う医師等の操作者により操作され
る操作部３と、超音波診断により得られた画像が表示される表示部４と、超音波診断装置
１の転倒を防止する回動可能なスタンド５と、このスタンド５を回動させる回動機構６と
を有している。
【００１１】
　装置本体２は、床面に対向する面の形状が長辺と短辺とを有する矩形形状をなす基台７
を有し、基台７の下面側の四隅にキャスタ８が取付けられている。基台７の下面側の中央
部には、超音波診断を行うための各種の電子機器が収納された制御ボックス９が取付けら
れている。さらに、基台７の上面側には、一枚のスタンド取付板１０と筐体１１とが取付
けられている。
【００１２】
　スタンド取付板１０は、長尺形状の板状部材であり、長手方向の両端を基台７の長辺側
に向け、板厚方向を上下方向にして取付けられている。このスタンド取付板１０上に、回
動機構６が取付けられている。
【００１３】
　筐体１１は、スタンド取付板１０を囲む位置に取付けられ、この筐体１１には、スタン
ド取付板１０と平行に対向する上下二段の支持板１２ａ、１２ｂが取付けられている。各
支持板１２ａ、１２ｂには上下方向で対向する保持部１３ａ、１３ｂが設けられ、これら
の保持部１３ａ、１３ｂにより上下方向の軸心を有する角筒状の支持軸１４が上下方向移
動可能に保持されている。上方の支持板１２ａの下面側にはモータ１５が取付けられ、モ
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ータ１５の回転軸（図示せず）にはギア（図示せず）が固定されている。支持軸１４の側
面にはラック（図示せず）が設けられ、このラックとモータ１５のギアとが噛み合い、モ
ータ１５が駆動されることにより支持軸１４が上下方向に移動する。
【００１４】
　操作部３には、超音波診断を行う場合に操作者が操作する各種のキー１６が設けられて
いる。操作部３は、支持軸１４の上端部に固定され、支持軸１４と共に上下方向移動可能
に設けられている。操作部３の上下方向の移動は、モータ１５が駆動されて支持軸１４が
上下方向に移動することにより行われる。
【００１５】
　表示部４は、操作部３の奥側上部にアーム１７を介して連結され、操作者の操作により
表示面を任意の方向に向けることができる。この表示部４としては、例えば、液晶ディス
プレイやＣＲＴディスプレイが用いられている。
【００１６】
　スタンド５は、操作部３が上方に位置して超音波診断装置１の重心が上方に位置してい
る場合に、超音波診断装置１の転倒を防止するための部材であり、棒状に形成され、装置
本体２に回動可能に取付けられている。なお、このスタンド５は、装置本体２の長辺側で
ある基台７の長辺側の両側に一つずつ設けられている。
【００１７】
　スタンド取付板１０の長手方向の両端側には支持部１８が一つずつ設けられ、これらの
支持部１８によりスタンド５が上下方向回動可能に支持されている。図１は、操作部３が
最下方位置に位置するとともにスタンド５がその先端部５ａを床面から離反させた収容位
置に回動している場合を示している。
【００１８】
　回動機構６は、スタンド５を収容位置と後述する補助位置との間で回動させる機構であ
り、一対の支持部１８の間に配置されるとともに両端がスタンド５に連結されて軸心回り
に回動可能な連結軸１９と、スタンド５を時計回り方向（矢印Ａ方向）に回動する向きに
付勢する付勢体であるスプリング２０と、支持軸１４の下端部に固定されてスタンド５の
回動を規制し又はその規制を解除する押圧体２１とを備えている。
【００１９】
　スプリング２０は、一端が連結軸１９に固定された突起２２（図１では省略）に係止さ
れ、他端がスタンド取付板１０に固定された突起２３に係止されている。スプリング２０
の付勢力は、連結軸１９をその軸心回りに時計回り方向に回動させる向きに作用し、連結
軸１９が軸心回りに時計回り方向に回動した場合には、スタンド５が連結軸１９と一体に
時計回り方向（矢印Ａ方向）に回動する。
【００２０】
　押圧体２１は、図１に示すように支持軸１４が最下方位置に位置する場合には、連結軸
１９に固定された突起２４に上方から当接されている。この当接により、連結軸１９はそ
の軸心回りに時計回り方向に回動することが規制されている。押圧体２１が突起２４に当
接して連結軸１９の回動が規制されることにより、スタンド５は補助位置に向けて矢印Ａ
方向に回動することが規制される。なお、スタンド取付板１０には、押圧体２１により押
圧されている突起２４が入り込む凹部２５が形成されている。
【００２１】
　図２は操作部３が最下方位置に位置する場合におけるスタンド５と回動機構６とを示す
平面図であり、図３はその側面図である。なお、これらの図２及び図３では、操作部３や
表示部４及び筐体１１の一部を省略している。
【００２２】
　操作部３（図１参照）が最下方位置に位置する場合には、支持軸１４の下端部に固定さ
れている押圧体２１が、連結軸１９に固定された突起２４に上方から当接している。これ
により、スプリング２０の付勢力が連結軸１９に固定された突起２２を介して連結軸１９
に作用しても、連結軸１９はその軸心回りに時計回り方向に回動することが規制される。
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連結軸１９の時計回り方向の回動が規制されることによりスタンド５が時計回り方向に回
動することも規制され、スタンド５はその先端部５ａを床面から離反させて基台７の長辺
と平行であって水平方向に延出した収容位置に保持される。
【００２３】
　図４は、操作部３が支持軸１４と共に最上方位置に位置するとともにスタンド５が補助
位置に位置する場合の超音波診断装置１を示す斜視図である。支持軸１４と操作部３とが
最上方位置に位置する場合には、支持軸１４に固定された押圧体２１も最上方位置に位置
し、押圧体２１が突起２４から離反している。押圧体２１が突起２４から離反することに
より、連結軸１９の回動を規制している力の作用がなくなり、連結軸１９がスプリング２
０の付勢力によってその軸心回りに時計回り方向に回動する。連結軸１９がスプリング２
０の付勢力によってその軸心回りに時計回り方向に回動すると、スタンド５が連結軸１９
と共に補助位置に向けて時計回り方向（矢印Ａ方向）に回動する。補助位置に回動したス
タンド５は、その先端部５ａを床面に当接させた状態に維持される。なお、図示を省略し
ているが、装置本体２には、スタンド５が補助位置に回動した場合にその補助位置におい
てスタンド５の回動を規制するストッパが設けられている。
【００２４】
　図５は操作部３が最上方位置に位置する場合におけるスタンド５と回動機構６とを示す
平面図であり、図６はその側面図である。なお、これらの図５及び図６では、操作部３や
表示部４及び筐体１１の一部を省略している。
【００２５】
　操作部３（図４参照）が最上方位置に位置する場合には、支持軸１４の下端部に固定さ
れている押圧体２１が、連結軸１９に固定された突起２４から離反しており、連結軸１９
がスプリング２０の付勢力によりその軸心回りに時計回り方向に回動する。連結軸１９が
その軸心回りに時計回り方向に回動することにより、連結軸１９に連結されているスタン
ド５が補助位置に向けて時計回り方向（図６に示す矢印Ａ方向）に回動し、スタンド５の
先端部５ａが床面に当接される。補助位置に回動したスタンド５の先端部５ａは、装置本
体２の側方に張り出して床面に当接されている。
【００２６】
　図７は、支持部１８によるスタンド５の支持構造を示す一部を断面にして示す正面図で
ある。スタンド５には、スタンド５が収容位置と補助位置との間で回動する場合の回動中
心となる回動中心軸５ｂが設けられ、この回動中心軸５ｂが支持部１８により支持されて
いる。支持部１８により支持された回動中心軸５ｂは、回動中心軸５ｂの軸心を装置本体
２の外側に向けて上向きに傾斜させて支持されている。このため、スタンド５が回動中心
軸５ｂの軸心回りに回動する場合には、スタンド５は垂直面に対して傾斜した面内で回動
する。そして、スタンド５が補助位置に回動した場合には、スタンド５はその先端部５ａ
が装置本体２から側方に向けて張り出した位置で先端部５ａを床面に当接させている。一
方、スタンド５が補助位置から収容位置に向けて回動する場合には、スタンド５の先端部
５ａが次第に装置本体２に近付く向きに回動し、収容位置に位置するスタンド５は、補助
位置に位置する場合より装置本体２に近付き、装置本体２の側方へのスタンド５の張り出
しがなくなる。
【００２７】
　最上方位置に位置する操作部３を最下方位置へ移動させた場合には、操作部３と共に支
持軸１４が最下方位置へ移動することにより押圧体２１が突起２４を押圧し、連結軸１９
をその軸心回りにスプリング２０の付勢力の作用方向と逆方向（反時計回り方向）に回動
させる。これにより、連結軸１９と共にスタンド５が回動し、補助位置に位置していたス
タンド５が収容位置に回動する。
【００２８】
　このような構成において、図１に示すように超音波診断装置１の操作部３が最下方位置
に位置する場合には、超音波診断装置１の重心の位置が下方であり、スタンド５を収容位
置に位置させた状態であっても超音波診断装置１は転倒しにくくなっている。
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　つぎに、図４に示すように超音波診断装置１の操作部３を最上方位置に位置させた場合
には、超音波診断装置１の重心の位置が上方に移動し、超音波診断装置１が転倒しやすく
なる。そこで、操作部３を上方に移動させた場合には、操作部３の上方への移動に伴って
動作する回動機構６により、図１に示す収容位置に位置しているスタンド５を図４に示す
補助位置に回動させることができる。補助位置に回動したスタンド５は、その先端部５ａ
が装置本体２から側方に張り出して床面に当接される。これにより、補助位置に回動した
スタンド５によって超音波診断装置１の転倒が防止される。しかも、装置本体２の底面積
を小さくして超音波診断装置１の小型化を図った場合においても、スタンド５を補助位置
に回動させることにより超音波診断装置１の転倒防止を図ることができる。
【００３０】
　回動機構６は、操作部３を最上方位置に移動させた場合に収容位置に位置するスタンド
５を自動的に補助位置に回動させるため、スタンド５を補助位置に回動する操作を特に意
識して行う必要がなく、操作部３を最上方位置に移動させた場合における超音波診断装置
１の転倒を確実に防止することができる。
【００３１】
　また、スタンド５は、装置本体２における長辺側に設けられている。重心の位置が高く
なった超音波診断装置１は、長辺側に転倒しやすくなるが、この長辺側にスタンド５が設
けられていることにより、超音波診断装置１の転倒をより一層確実に防止することができ
る。
【００３２】
　また、スタンド５が収容位置に位置する場合、そのスタンド５は補助位置に位置する場
合よりも装置本体２に近付いて位置し、装置本体２の側方へのスタンド５の張り出しがな
くなっている。このため、操作部３を最下方位置に位置させた状態で超音波診断装置１を
移動させる場合や保管する場合において、移動中にスタンド５が周囲の物に衝突すること
や、超音波診断装置１の周囲を歩行する人物がスタンド５に引っ掛かるということを防止
することができる。
【００３３】
　なお、本実施の形態では、操作部３を最上方位置に位置させた場合にスタンド５が補助
位置に回動している場合を例に挙げて説明したが、操作部３を上方位置に移動させる操作
を開始すると、それに伴ってスタンド５の収納位置から補助位置への回動が開始され、押
圧体２１が突起２４から離反した時点においてスタンド５は補助位置に回動する。
【００３４】
　以上、本発明の実施形態を説明したが、この実施形態は、例として提示したものであり
、発明の範囲を限定することは意図していない。この新規な実施形態は、その他の様々な
形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、様々の省略、置き
換え、変更を行うことができる。この実施形態やその変更は、発明の範囲や要旨に含まれ
るとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００３５】
　１　　　超音波診断装置
　２　　　装置本体
　３　　　操作部
　５　　　スタンド
　６　　　回動機構
２０　　　スプリング（付勢体）
２１　　　押圧体
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